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私は、幼児教育の仕事に就き今年度で２０年目を迎え

ます。科学の進歩により、当時手書きだった園便りが、

PC作成のカラー刷りや写真付きのお便りに。保護者支

援という名目のもと各園で実施された預かり保育や親

子登園等の地域開放事業の開始、３年保育や満３歳か

らの早期入園のニーズの増加。子ども達の健康や安全、

衛生面に対するきめ細かな配慮や保護者対応。幼稚園

教諭の成り手不足や職員の適切な雇用環境の再構築等

など。子ども達の育ちも保護者の子育てに対する考え

や価値観も随分とこの２０年の間に変わってまいりまし

た。

そして、これから２０年後、札幌市内の幼稚園や認定

こども園の将来はどのようになっていくのでしょうか？

人口問題研究所によると、子どもの出生数は今の半分

近くまで減少、高齢者の割合も全体人口の半分近くま

で増加していくといわれております。現在は、３人の

生産年齢世代の方々で１人の高齢者を支えております

が、２０年後は、１人の働き手で１人の高齢者を支えて

いかなければなりません。社会保障費はどんどん膨ら

み、未来永劫しっかりと守られていく保証はあるので

しょうか？少子化が進み、幼稚園界を含めどこの業界

も人材不足が叫ばれております。時代は、ますますオー

トマチック化され、現在ある

半分近くの職業が様変わりをし

ていく事でしょう。今現在幼稚園

に通っている子ども達は、どのような社会でどのよう

な職業に就いていくのか、誰もが予想出来ません。

文部科学省では、幼稚園・小・中・高校と共通のね

らいの中で、�社会人となるための知識や技能の習得、
�未知の状況にもしっかりと対応する事の出来る思考
力・判断力・表現力の育成、�学びを人生や社会に活
かそうとする力や人間性の涵養と３つの柱を軸に教育

要領の改訂が行われてまいります。この事を幼稚園に

置き換えますと、�遊びを通じて子ども達の園生活の
中から何を感じ、気付き、わかり、出来るようになっ

たのか？�出来るようになった事をどう考え、試し、
工夫し、表現するのか？�各々の発達段階に応じて心
情や意欲、態度が育まれていく中で、より良い生活を

どのように創出し営んでいくのか？となります。

私たち市内の幼児教育に携わる職員が、新たに改訂

されていく教育要領を今一度確認しながら、沢山の可

能性を秘めた一人一人の子ども達が未来に向かい大き

く羽ばたいていきますよう願いながら、冒頭にあたり

ましてのご挨拶とさせて頂きます。

代表者会議報告
５月１９日（金）定期総会に先立ち札幌ガーデンパレス

において代表者会議を開催致しました。

【各園の新制度への対応状況 ～処遇改善等の問題

について～】を演題にパネルディスカッションを行い

ました。コーディネーターに中村副会長・パネリスト

に藪副会長、相良振興委員長、太田広報委員長そして

アドバイザーとして札幌市子ども未来局保育推進担当

課長・伊藤弘己氏にも参加していただき、新制度に移

行した各園の処遇改善についてかなり具体的尚且つか

なり深い部分まで話を聞かせていただきました。今後

も更なる改善があるのか若干不透明な部分を伊藤氏に

問いながらの場面もあり、これからこの処遇改善問題

をどう見据えてゆくのかそんな事を考えさせられる研

修でした。

社会に向かってはばたく子ども達
一般社団法人 札幌市私立幼稚園連合会 会長 前 田 元 照
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平成２９年度 定期総会報告
今年度の札私幼定期総会が５月１９日（金）札幌ガーデ

ンパレスにて開催されました。

丸谷副会長の司会進行で会が始まりました。前田会

長の挨拶に始まり幼児教育センターの職員の皆様の紹

介ならびに挨拶に続き、来賓としていらしていた札幌

市副市長・岸 光右様をはじめ札幌市私立幼稚園振興議

員連盟会長・三上 洋右様、札幌市私立幼稚園PTA連合

会会長・小林 邦章様から心温まるご祝辞を賜りました。

相良振興委員長より定足数の確認が行われ本総会が

成立する事についての報告があり菊水いちい認定こど

も園・園長 河村 瑞貴先生が議長に選任され、議事録

署名人に東橋いちい認定こども園・園長 押野 里美先

生と幼保連携型認定こども園さつなえのもり・園長 長

谷川 右先生を選出し議案の審議へと進みました。

※議案第１号 監事選任の件

札私幼監事である長坂 文杜氏が平成２９年５月１９日

（金）をもって退任するため、豊平区から推薦いただ

いた札幌第一幼稚園・園長 里村 香純氏を後任の監

事とし、任期は長坂監事の残任期間である平成３０年

５月の定時総会終了時までとする。原案どおり承認

されました。

※議案第２号 平成２８年度事業報告及び決算承認の件

事業報告については各委員会の委員長より平成２８年

度の活動内容が報告され、一般会計収支計算書決算

報告の説明と監事による監査報告があり承認されま

した。

※議案第３号 その他

前田会長から、樺沢 正史専務理事が辞任について

の説明があり後任として坂本 将司事務局長を専務

理事として推薦する旨があり、その後皆様からの承

認を得て原案通り決定しました。

また、平成２９年度より新たに新会員となった３園の

紹介もありました。（星置ピノキオ認定こども園・北

郷ピノキオ認定こども園・こども園ひかりのこさっ

ぽろ）

河村議長が全ての議案が審議終了した事を告げ退任

し、総会の締めくくりとして、藪副会長の閉会の挨拶

で今年度の定期総会は滞りなく閉会となりました。
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平成２９年度 第１回乳幼児保育研修会
6月30日（金）清明学園幼保連携型認定こども園せい

めいのもりにて、「第１回乳幼児保育研修会」が開催さ

れました。講演までの約１時間、園舎を見学させてい

ただきました。まさに「子ども達の庭」という言葉が

ぴったりの素晴らしい園庭。園児達が裸足で砂土の上

を走り回り、自分達で遊びを工夫しながら生き生きと

遊ぶ姿を見て、思わず一緒に遊びたい想いに駆られた

先生方も多かったのではないでしょうか。その魅力に、

裸足になって子ども達と遊ぶ参加者の先生方もいらっ

しゃったほどです。

講演では、せいめいのもり園長司馬政一先生を始め、

清明学園の先生方から幼保連携型認定こども園となっ

たことで生まれた難しさや悩み、乳児と幼児が共に生

活する中での育ちについて、お話ししていただきまし

た。「オムツ交換の時、赤ちゃんだからといって意思確

認もせず、一方的に行わないこと」「食事もできるだけ

自分で食べられるような食器の工夫」など、「子どもだ

から」と考えるのではなく、子どもも一人の人として

認めること、自分の意思でやってみようとする気持ち

を高める工夫が大切だということを強く感じる時間と

なりました。そして、改めて職員間の共通理解や信頼

関係の重要性を教えられる研修となりました。お忙し

い中、素晴らしい保育公開、講演を行ってくださり、

ありがとうございました。清明学園の先生方に改めて

感謝申し上げます。

第１回札幌幼児教育セミナー
札幌市私立幼稚園連合会主催の第１回札幌幼児教育

セミナーが、６月２０日（火）に札幌市教育文化会館にて

行われました。講師として、山梨大学大学院教育学研

究科教授の加藤 繁美先生をお招きし、「子どもとつく

る幼児の保育」というテーマで講演していただきまし

た。

子どもと保育をつくるには子どもと対話することが

大切であり、対話をすることで互いに心を通わせ、温

かい繋がりが生まれます。語彙が少ない中で一生懸命

自分の想いや感情を言葉で伝えようとする子どもの姿

をしっかりと受け止めていきたいと思いました。後半

は、１歳半～３歳頃に現れ始める「自我（自己主張）」

と３～４歳半に現れる「第２の自我（社会的知性）」と

の関係性についてお話をしていただきました。子ども

が発した自我に対して親や保育者は受け止めてあげる

こと、そしてうまく切り返すことで第２の自我が誕生

すること、その中で子どもの要求と向き合うのは直感

的応答力（身体的知性や直感）が大切になることを学

びました。保育者の対話能力の差が保育の質の差を生

み出すことから、子どもと向き合うことで学ぶことは

たくさんあることに改めて気づくことができました。

加藤先生からたくさんの子どものつぶやきの紹介もあ

り、先生方から共感の声

があがったり、加藤先生

のコメントに笑いが起き

たりと終始和やかな雰囲

気の研修会でした。
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第５７回政令指定都市私立幼稚園団体協議会 仙台大会

平成２９年７月６日（木）・７日（金）、ホテルメトロポ

リタン仙台に於いて政令指定都市私立幼稚園団体協議

会が行われました。今年は１９都市が集まり、様々な情

報交換を行いました。札私幼からは、前田会長、丸谷

副会長、藪副会長、中村副会長、相良振興委員長、芝

木研究委員長、太田広報委員長、吉田認定こども園委

員長、坂本事務局長が出席し、札私幼Ｐ連からは小林

会長と佐々木副会長が出席しました。また、札幌市か

らは子ども未来局支援制度担当部保育推進担当課 伊

藤課長が出席し行政報告を行いました。

１日目は開会式の後、基調講演が行われ、脳トレで

おなじみの東北大学加齢医学研究所所長の川島 竜太

教授が「乳幼児の脳発達の特性について」という演題

で親子のコミュニケーションや生活習慣と脳の発達が

どのように関わっているのかわかりやすくお話してく

ださいました。その後、行政報告が行われ、各都市の

新制度の移行状況や課題、補助金等についての報告が

ありました。

２日目は５つの分科会に分かれ、より具体的な話し

合いや情報交換が行われました。

第５７回政令指定都市私立幼稚園団体協議会

仙台大会プログラム

第１日目 ７月６日（木）

１．開会式

２．基調講演

演題「乳幼児の脳発達の特性について」

講師 東北大学加齢医学研究所所長

教授 川島 竜太

３．行政報告

第２日目 ７月７日（金）

１．分科会

第１分科会【行政】

テーマ「認定こども園の現状と課題」

～行政報告を受けて～

第２分科会【経営・振興】

テーマ「各政令都市における人材確保と

助成金・補助金の種類及び要望」

第３分科会【研究】

テーマ「良質な幼児教育の提供のため、

保育の語りや振り返りの時間の確保」

～幼稚園教育要領改訂と教育・

保育要領改訂に向けて～

第４分科会【ＰＴＡ】

テーマ「すこやかな子どもの成長のための支援と

ＰＴＡの関わり」

第５分科会【事務局】

テーマ「各政令市事務局の情報交換」
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優 勝 白 石 区
札幌白樺幼稚園
サツシラドリーム３

準 優 勝 手 稲 区
認定こども園星の子幼稚園
スカイスターズ

３ 位 豊 平 区
札幌ゆたか幼稚園
ゆたか幼稚園B

４ 位 北 区
認定こども園新琴似幼稚園
しんことりA

５ 位 南 区
真駒内幼稚園
きりん

玉入れ大会 上位５チーム

札幌市幼児教育講演会

幼児教育講演会が６月２１日（水）にちえりあホールに

て行われました。この事業は札幌市教育委員会と札幌

市私立幼稚園連合会が主催となり、札幌市私立幼稚園

ＰＴＡ連合会と札幌市立ＰＴＡ連合会の協力のもと毎

年行われている事業です。今年も市内の沢山の保護者

の方が参加しました。

今回の講師は、北海道教育大学教職大学院教授であ

る、小野寺 基史先生が「子どもの健やかな成長を願っ

て～子どもの発達に応じた保護者の関わり方

について～」という演題でお話をしてくださ

いました。小野寺先生は、支援担当者研修や

各区の市立・私立の合同研修でも講師をつと

めていらっしゃいますので、お話を聞いた事

のある先生方も多くいらっしゃる事と思いま

す。

子どもの発達過程をわかりやすく解説する

とともに、心身共に健やかな成長のために大

切な言葉がけや関わりを具体的なエピソード

を交えながらお話してくださいました。なか

でも、乳幼児期のアタッチメントの重要性に

ついてのお話や運動指導のある幼稚園と自由

遊びの幼稚園の比較についてなど、幼稚園教

諭や保育教諭にとっては当たり前の話や研究

結果もお母様方には新鮮に感じたようで、参加して良

かったという声が聞かれました。

各幼稚園や認定こども園でも日頃から子どもの発達

や保護者の関わり方について発信していると思います

が、このような機会を使う事も保護者の理解の深まり

につながると感じました。

P連ふれあい交流会報告
札私幼PTA連合会の全体研修会である、「ふれあい交

流会」が７月４日（火）、真駒内セキスイハイムアイス

アリーナで行われました。今年も尻ミッターフジオ先

生のボクササイズで身体をほぐした後、７８チームによ

る熱戦が繰り広げられました。大会運営に携わってい

ただいたP連役員の皆様、ありがとうございました。な

お、玉入れの上位５チームを掲載致します。順位の詳

細は、札P連ホームページにてご確認ください。
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本年４月から事務局長に就任し、５月１９日の総会で

専務理事に選任されました。少子高齢化が進む社会の

中で、幼児教育の重要性がますます増大しているこの

時期に、間接的ではあるものの、その一端を担うこと

となり、大変光栄なことと思っています。ただ、何分

初めて経験する事柄も多く、

当面の間、行き届かないところ

もあろうかと思いますが、事務局

として、札私幼の円滑な運営にできる限り努めてまい

りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幼児教育センター 職員紹介
４月から、野切課長をはじめ、３名の先生が着任されました。改めまして、研修・教育相談等でお世話になって

おります幼児教育センターの先生方のご紹介をします。

幼児教育センター担当課 野 切 卓 課長

幼児教育企画・研修担当係 松 井 泰 子 指導主事

幼児教育企画・研修担当係 本 間 真 純 指導主事

幼児教育企画・研修担当係 渋 谷 かおり 指導主事

幼児教育相談担当係 坪 井 康 彦 指導主事

幼児教育相談担当係 伊 藤 文 雄 指導主事

幼児教育相談担当係 三 坂 烈 慎 指導主事

就職フェアも今年で４回目となりました。昨年度
から札幌市より人材確保事業の為の補助金を頂き、
会場を中心部に移して開催できるようになりました。
少子化の影響による学生数の減少や待機児童解消
のための保育所数の増加などの要因により、人材確
保は近年難しくなっております。また、早期離職の
問題も大きく、そのような学生と園のミスマッチを
防ぐためにも、幼稚園や認定こども園が自園の特色
やどんな人材が欲しいのかアピールする場としてこ
の就職フェアを利用して頂きたいと考えています。

この機会にぜひとも就職フェアにご参加ください。
また、８月下旬に就職フェアのチラシを１０部ずつ
発送致します。各園の実習生にも周知して頂ければ
と思っております。ご協力の程、よろしくお願い致
します。

ブース参加締め切り ８月２１日（月）

詳しくは、７月初旬に発送した開催案内をご確認
ください。

札私幼就職フェア

就任のご挨拶
専務理事兼事務局長 坂 本 将 司

ミライノトビラ
～子どもとあそぼう！子どもとつくろう！～

９月２３日（土・祝）１２：３０～１５：３０

ホテル札幌芸文館 ３階ロイヤルホール
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再生紙を使用しています。
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札幌市私立幼稚園連合会の主な動き
（予定を含む）�� �� �� �� 		

４月４日（火） 決算監査

４月１４日（金） 認定こども園委員会

４月２０日（木） 理事会・総務委員会

４月２５日（火） 広報委員会

５月１９日（金） 定時総会・理事会・総務委員会・代表者

会議

５月２３日（火） Ｐ連定期総会

５月２４日（水） 研究委員会

５月３１日（水） 振興委員会

６月６日（火） 広報委員会

６月１４日（水） 研究委員会

６月２０日（火） 札幌幼児教育セミナー（教育文化会館）

６月２１日（水） 札幌市幼児教育講演会（ちえりあホール）

７月４日（火） Ｐ連ふれあい交流会（真駒内セキスイハ

イムアイスアリーナ）

７月６日（木）

～７日（金）

政令都市私立幼稚園団体協議会仙台大会

７月１８日（火） 理事会・総務委員会

７月１９日（水） 広報委員会

７月２５日（火）

～２８日（金）

新規採用教員宿泊研修（青少年山の家）

８月２４日（木）

～２５日（金）

政令都市私立幼稚園団体協議会次世代研

修会広島大会

８月２６日（土） さっぽろ・ようちえん・こどもえん・に

こにこフェスティバル

（市立札幌大通高校・中央幼稚園）

９月５日（火） 研究委員会

９月２３日（土） 就職フェア（ホテルさっぽろ芸文館）

９月２９日（金）

～３０日（土）

教育研究大会（札幌市民ホール他）

第６０回 北海道私立幼稚園教育研究大会札幌ブロック大会

第４９回 札幌市私立幼稚園教育研究大会

開催日：平成２９年９月２９日（金）～３０日（土）

会 場：札幌市内幼稚園２２園

札幌市民ホール（札幌市中央区北１条西１丁目）

今年度、広報委員会では広報誌や就職フェアなど
の活動に加え、札私幼ホームページのリニューアル
に向けての準備を進めています。昨年度から広報委
員として活動に参加し、これまでにはなかった様々
な視点からこの仕事を見つめ直し、子どもたちと過
ごす日々の輝きを想うようになりました。貴重な機
会をいただいていることに感謝の気持ちでいっぱい
です。
幼稚園教諭という仕事のやりがいや喜び、「この仕
事を選んで良かった」と思うのはどのような瞬間で
しょうか。子ども達の成長を感じた時、子どもや保

護者から「ありがとう」と声をかけられた時、「今日
は楽しかった」と心から思えた時、きっとそれは先
生方一人ひとりに違う瞬間があるのではないでしょ
うか。この仕事にしかない感動や喜びはたくさんあ
るはずなのに、毎日の慌ただしさに追われ、その想
いに気持ちを向けられなくなってしまう時がありま
せんか。そのような時に一度立ち止まり、改めて幼
稚園の現場で子ども達と過ごすことの素晴らしさ、
この仕事の魅力を多くの方に感じて頂けたらと願い、
様々な発信を工夫していきたいと思います。様々な
ご協力をいただくこともあると思いますが、今年度
もよろしくお願いいたします。

（札幌国際大学付属幼稚園 沓澤泰子）


